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願
得
寺
蔵
『疑
開
和
歌
抄
』
解
題
と
翻
刻

【
解
題
】

一
　
は
じ
め
に

大
阪
府
門
真
市
に
あ
る
願
得
寺
は
、
蓮
如
の
第
二
十
三
子
で
、
蓮
如

の
事
跡
を
書
き
残
し
た
こ
と
で
著
名
な
実
悟

全
課
は
兼
俊
、
明
応
元

（
一

四
九
二
）
年
～
天
正
十

一
（
一
五
八
三
）
年
、
又
は
十
二
年
）
を
開
基
と
す

Ｚり
。実
悟
の
生
涯
や
、
そ
の
思
想
的
側
面
に
関
し
て
は
、
宮
崎
円
遵
氏
や

大
桑
斉
氏
に
詳
し
い
論
考
が
あ
り
、
ま
た
実
悟
の
和
歌
事
跡
や
著
作
に

つ
い
て
は
、
井
上
宗
雄
氏
な
ど
に
言
及
が
あ
る
。

本
稿
で
紹
介
す
る

『疑
開
和
歌
抄
』
巻
九

・
十
は
、
実
悟
の
自
筆
本

や
手
沢
本
と
し
て
、
願
得
寺
に
保
存
さ
れ
て
い
る
写
本
群
の

一
冊
で
あ

る
。
実
悟
に
関
係
の
あ

っ
た
当
時
の
歌
人
と
し
て
は
、
常
光
院
流
を
受

け
継
ぐ
梁
盛
や
細
川
幽
斎
な
ど
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、
実
悟
が
本
書
を

入
手
し
た
経
緯
な
ど
に
つ
い
て
は
、
今
の
と
こ
ろ
ま

っ
た
く
不
明
で
あ

Ｚつ
。願
得
寺
蔵

『疑
開
和
歌
抄
』
は
、
巻
第
九

・
十
の
み
の
残
欠
本
と
は

村
山

識

い
え
、
散
逸
し
た
と
さ
れ
、
伊
達
文
庫
蔵

「松
が
浦
嶋
」
に
載
る
抄
出

と
そ
の
他
多
少
の
逸
文
の
み
が
知
ら
れ
て
い
た
、
院
政
期
成
立
の
歌
学

書

『疑
開
抄
』
の
現
在
知
ら
れ
る
唯

一
の
伝
本
と
し
て
、
そ
の
資
料
的

価
値
は
極
め
て
高
い
。

『疑
開
和
歌
抄
』
の
内
容
等
に
関
し
て
は
、
和
歌
文
学
会
第
五
十
四

回
大
会

（於
鶴
見
大
学
、
平
成
二
十
年
十
月
十
九
日
）
に
お
い
て
口
頭
発

表
す
る
予
定
の
た
め
、
本
稿
に
お
い
て
は
、
主
に

『疑
開
和
歌
抄
』
の

書
誌
的
な
問
題
点
に
つ
い
て
述
べ
て
お
き
た
い
。

一
一

『疑
開
和
歌
抄
』
書
誌
事
項

ま
ず
、
願
得
寺
蔵

『
疑
開
和
歌
抄
』
の
基
本
的
な
書
誌
事
項
を
示
す
。

【外
題
】
「疑
開
和
歌
抄

九
之
十
」

【内
題
】
「疑
開
和
訂
抄
巻
第
九

（十
と

【
尾
題
】
「疑
開
和
訂
抄
巻
第
九

（十
と

【寸
法
】
縦

¨
三
二

。
一
ｍ
／
横

一
十
五

。
一
回

【
料
紙
】
椿
紙

（第
四
帖
以
下
雲
母
引
、
後
補
欺
）

-1-



【装
訂
】
列
帖
装

（全
六
帖
）

【
紙
数
】
全
二
十
五
紙

（第

一
、
二
、
三
帖

五̈
紙
、
第
四
、
五
帖

¨

七
紙
、
第
六
帖

一
六
紙
）

【
丁
数
】
全
六
十
八
丁

（墨
付

ニ
ハ
十
五
丁
）

【
遊
紙
】
前

一
丁
、
後
二
丁

【
一
丁
行
数
】
目
録

¨
七
行
、
本
文

¨
九
行

【
書
写
年
代
】
未
詳

奥
書

。
識
語
等
が
な
い
た
め
、
正
確
な
書
写
年
代
は
未
詳
と
し
て
お

く
が
、
少
な
く
と
も
実
悟
そ
の
人
の
筆
で
は
な
く
、
書
写
年
代
も
実
悟

の
活
動
期
よ
り
遡
る
も
の
か
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
外
題
を
除
き
書
写

は

一
筆
で
あ
る
。

表
紙
の
左
下
に
は
、
実
悟
自
筆
で

「
兼
俊
」
と
あ
り

（【図
版
①
じ
、

ま
た
裏
表
紙
見
返
し
に
は

「兼
俊
」
の
所
蔵
印

（方
形
象
刻
墨
印
）
が

押
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
よ
り
実
悟
の
手
沢
本
で
あ

っ
た
こ
と
が
判

明
す
る
。

ま
た
各
帖

一
紙
目
の
丁
表
右
肩
に
、
そ
れ
ぞ
れ

「
一
」
か
ら

「六
」

ま
で
帖
数
が
小
さ
く
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
書
き
入
れ
が
後
に
述
べ
る

補
修
時
の
も
の
で
あ
る
か
、
又
は
書
写
時
の
も
の
で
あ
る
か
は
不
明
で

あ
る
。

そ
の
他
、
小
さ
な
貼
紙
が
３
丁
表
１
行
日
、
５
丁
表
１
行
日
、
５
丁

裏
６
行
日
、
６
丁
表
３
行
日
、
６
丁
裏
５
行
日
の
各
上
方

に
貼
ら
れ
て

い
る
が
、
い

つ
の
も
の
で
あ
る
か
不
明
で
あ
り
、
そ
の
目
的
も
は

っ
き

り
し
な
い
。

保
存
状
態
は
、
虫
損
も
少
な
く
ほ
ぼ
良
好
で
あ
る
が
、
第

一
帖
か
ら

第
四
帖
中
程
ま
で
水
損
と
見
ら
れ
る
染
み
が
残
る
。
ま
た
綴
糸
の
切
れ

た
状
態
で
保
存
さ
れ
て
い
た
期
間
が
あ

っ
た
と
思
し
く
、
第
四
帖
第

一

紙
に
当
た
る
４０
丁
表
は
、
前
後
と
比
べ
や
や
汚
れ
が
目
立
ち
、
さ
ら
に

第
四
帖
以
下
に
の
み
後
補
と
考
え
ら
れ
る
雲
母
引
が
施
さ
れ
て
い
る
。

現
状
の

『
疑
開
和
歌
抄
』
は
、
以
下
に
述
べ
る
よ
う
に
大
き
く
補
修

【図
版
①
】
『疑
開
和
歌
抄
』
表
紙web公開に際し、画像は省略しました



を
受
け
て
お
り
、
表
紙
や
綴
糸
な
ど
は
後
補
と
な

っ
て
い
る
。
こ
の
補

修
の
み
に
起
因
す
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
よ
う
だ
が
、
三
箇
所
の
欠

脱
と

一
箇
所
の
錯
簡
が
認
め
ら
れ
る
。
以
下
に
お
い
て
は
、
そ
の
錯
簡

と
欠
脱
を
中
心
に
考
察
し
て
み
た
い
。

〓
一　
錯
簡
に
つ
い
て

は
じ
め
に
、　
一
箇
所
の
錯
簡
に
つ
い
て
述
べ
て
お
く
。

現
状
の

『疑
開
和
歌
抄
』
は
、
巻
九
日
録
の
後
、
３
丁
表
か
ら
の
本

文
が

「萱
草
」
の
項
目
か
ら
始
ま

っ
て
い
る
。
国
三
草
」
は
、
目
録
で

は
五
番
目
に
置
か
れ
て
い
る
。
そ
の
ま
ま
読
み
進
め
て
ゆ
く
と
、
４
丁

裏
の
最
終
行
は
、
日
録
七
番
目

「紅
」
に
含
ま
れ
る
歌
の
上
旬
の
み

（‐５
番
歌

「か
ま
く
ら
の
と
ま
せ
の
や
ま
を
す
そ
つ
く
と
し

で
終
わ
り
、
５

丁
表
は
、
日
録
の

一
番
目

「草
」
か
ら
始
ま
る

（【図
版
②
】
参
照
）。

そ
こ
か
ら
目
録
順
に
す
す
み
、
四
番
目

「和
草
」
が
６
丁
裏
で
終
わ
る

と
、
７
丁
表
は
４
丁
裏
の
最
終
行

「
か
ま
く
ら
の
」
の
上
旬
に
続
く
、

「
と
よ
す

へ
ら
き
の
ま
き
し
く
れ
な
ヰ
」
を
も

っ
て
始
ま

っ
て
お
り
、

以
下
は
目
録
順
で
あ
る
。

以
上
を
考
え
る
と
、
本
来
、
本
文
冒
頭
に
く
る
べ
き
５
丁

・
６
丁
の

記
述
と
、
そ
の
次
に
置
か
れ
る
べ
き
３
丁

。
４
丁
の
記
述
と
が
逆
転
じ

て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

こ
の
錯
簡
は
、
３
丁
及
び
６
丁
を
成
す
第
四
紙
と
４
丁
及
び
５
丁
を

成
す
第
五
紙

父
図
》
参
昭
じ
と
が
、
補
修
時
に
誤

っ
て
裏
返
さ
れ
、
更

に
逆
順
に
綴
じ
ら
れ
た
た
め
に
起
こ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る

（和
歌
文
学

会
大
会
□
頭
発
表
に
お
け
る
久
保
木
秀
夫
氏
の
ご
教
示
に
よ
る
）。

補
修
以
後
に
、
こ
の
錯
簡
に
気
が

つ
い
た
も
の
が
い
る
ら
し
く
、
５

丁
表

の
左
端

に
は

「
三
」
∩
図
版
②
】
参
昭
じ
、
６
丁
表

の
左
端
に
は

「
四
」
と
そ
れ
ぞ
れ
小
さ
く
書
き

つ
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
本
来

５
丁
が
３
丁
目
に
、
６
丁
が
４
丁
目
に
置
か
れ
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
を

示
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
翻
刻
に
あ
た

っ
て
、
錯
簡
は
訂
正
し

た
が
、
丁
数
は
そ
の
ま
ま
と
し
た
。

四
　
欠
脱
に
つ
い
て

次
に
三
箇
所
に
及
ぶ
欠
脱
に
つ
い
て
、
前
か
ら
順
に
欠
脱
①
～
③
と

し
て
述
べ
て
ゆ
く
と
と
も
に
、
『疑
開
抄
』
に
強
く
影
響
を
受
け
、
そ

の
記
述
に
負
う
と
こ
ろ
も
大
き
い

『
和
歌
童
蒙
抄
』
（以
下

翌
墨
家
抄
し

等
を
参
照
し
て
、
出
来
る
限
り
欠
脱
箇
所
の
復
元
を
試
み
て
み
た
い
。

四

。
一　

欠
脱
①

次
頁
の

《図
》
は
、
比
較
的
大
き
く
補
修
を
加
え
ら
れ
て
い
る
第

一

帖
と
第
六
帖
の
状
況
を
図
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

第

一
帖
で
は
、
表
紙
と
９
丁
を
成
す
第

一
紙
が
、　
一
紙
全
て
後
補
さ

れ
、
【
図
版
③
】
の
よ
う
に
９
丁
は
白
紙
と
な

っ
て
い
る
。
第
二
紙
も

後
補
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
遊
紙
部
分
の
み
で
あ
り
、
遊
紙

一
丁
は
、

８
丁
に
当
た
る
半
葉
と
継
が
れ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
は
、
補
修
以
前
に

第

一
帖
は
、
大
き
く
損
傷
し
、
第

一
紙
と
第
二
紙
の
遊
紙
部
分
が
失
わ

れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
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露Ξ
後 ←

補

類←68月範計
部     継

＼
5`9②

分      
ぎ

雰  67論
的      

＼ ∞ ③

援  66~
補      

＼ 61④

65´ ＼ 62⑤

- 64~
紙      

＼ ｀
63⑥

欠 ←  ′
脱    

′́

歎

:界8:E
し

8率 l②
ぎ

7Λ 2③

6Λ 3④

5Λ 4⑤

【第
六
帖
】

（紙
数
）
①

（丁
数
）
５８ ↑

後
補

一
紙

↑

遊
紙
部
分
後
補

web公開に際し、画像は省略しました



第
六
帖
で
は
、
裏
表
紙
と
な
る
半
葉
分
が
後
補
さ
れ
、
５８
丁
に
当
た

る
半
葉
と
継
が
れ
て
第
六
帖
第

一
紙
を
成
し
て
い
る
。
後
遊
紙
の
２
丁

目
に
あ
た
る
６８
丁
も
大
き
く
損
傷
を
受
け
た
ら
し
く
、
折
り
目
を
中
心

と
し
て
補
修
の
跡
が
著
し
い
。
ま
た
欠
脱
③
に
述
べ
る
よ
う
に
、
最
も

内
側
の

一
紙

父
図
》
に
点
線
で
一不
し
た
）
が
失
わ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ

２つ
。後
補
さ
れ
白
紙
と
な

っ
て
い
る
９
丁
に
は
、
も
と
も
と
８
丁
裏
の
最

後
に
記
さ
れ
た
、
２３
番
歌

「
な

つ
く
さ
の
」
の
注
釈
か
ら
、
「由
跛
」

の
直
前
ま
で
が
記
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
、
巻
九
目
録
に
記
さ
れ
た

項
目
の
う
ち
、
「葎
草
」
。
「茅
付
茅
花
」
が
抜
け
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

『
童
蒙
抄
』
巻
七

「草
部
」
の
項
目
に
は
、
「
百
合
」
。
「葎
」
。
「茅
」

が

『疑
開
和
歌
抄
』
と
同
順
序
で
含
ま
れ
、
「
百
合
」
の
最
後
の
歌
は

『
疑
開
和
歌
抄
』
２３
番
歌
で
あ
る

（新
編
国
歌
大
観
６
０
９
番
歌
、
但
し
初

旬

「
ナ
ツ
ノ
野
ノ
し
。
ま
た

『童
蒙
抄
』
に

「由
跛
」
の
項
目
は
な
い

も
の
の
、
『
疑
開
和
歌
抄
』
の

「由
跛
」
に
記
さ
れ
た
２４
番
歌

「
あ
ぬ

が
た
め
」
は
、
「茅
」
の
項
目
に
含
ま
れ
て
存
在
し
て
い
る

（同
６
１
３

番
歌
）。

尊
経
閣
本
に
よ
り

『童
蒙
抄
』
の
６
０
９
番
歌
か
ら
６
１
２
番
歌
の

注
釈
部
分
ま
で
を
示
す
と
次
の
通
り
で
あ
る
。

６０９
　
　
ナ
ツ
ノ
野
ノ
シ
ゲ
ミ
ニ
マ
ジ
ル
ヒ
メ
ュ
リ
ノ

シ
ラ
レ
ヌ
コ
ヒ
ハ
ク
ル
シ
カ
リ
ケ
リ

六
帖

ニ
ア
リ
。
坂
上
郎
女
ガ
ヨ
也
。
ヒ
メ
ュ
リ
ト
ョ
メ
リ
。

【
図
版
③
】
第
８
丁
裏

・
第
９
丁
表

web公開に際し、画像は省略しました



葎

６‐
　
　
ィ
ヵ
ナ
ラ
ム
ト
キ

ニ
カ
イ

モ
ヲ
ム
グ

ラ
フ
ノ

ケ
カ

シ
キ
ヤ
ド

ニ
イ
リ

マ
サ
シ
メ
ム

万
葉
集
四
二
ア
リ
。

茅

６‐
　
　
ァ
キ
ク
レ
バ
ヲ
ク
シ
ラ
ツ
ユ
ニ
ワ
カ
ヤ
ド
ノ

ア
サ
ヂ
ガ

ハ
ラ
ハ
イ
ロ
ヅ
キ
ニ
ケ
リ

万
葉
十

二
ア
リ
。
ア
サ
ヂ
ト
ハ
浅
茅
ト
カ
ケ
リ
。

６‐２
　
　
ア
サ
ハ
ギ

ハ
サ
キ
ヌ
ベ
カ
ラ
シ
ツ
カ
ヤ
キ
ノ

ア
サ
ヂ
ガ

ハ
ラ
ノ
チ
リ
ュ
ク
ヲ
ミ
レ
バ

同

ニ
ア
リ
。

『童
蒙
抄
』
６
０
９
番
歌
か
ら
６
１
２
番
歌
ま
で
は
、
『
疑
開
抄
』
を

そ
の
ま
ま
引
き
継
い
で
い
た
と
し
て
も
、
ほ
ぼ
問
題
の
な
い
記
述
で
あ

り
、
ま
た
、
浅
田
徹
氏
が
、
伊
達
文
庫
蔵

「
松
が
浦
嶋
」
の

『疑
開

抄
』
抄
出
部
分
に
お
け
る

「
あ
さ
ぢ
と
は
、
あ
さ
き
ち
と
い
ふ
也
、
あ

か
き
ち
と
も
い
ふ
」
と
い
う
記
述
に
対
応
す
る
歌
と
し
て
６
１
１
番
歌

を
挙
げ
ら
れ
た
こ
と
、
『
疑
開
和
歌
抄
』
巻
九
目
録
の

「
付
茅
花
」
と

『童
蒙
抄
』
６
１
２
番
歌

「
ア
サ
ヂ
ガ

ハ
ナ
ノ
」
が
対
応
す
る
こ
と
を

合
わ
せ
て
考
え
る
と
、
欠
脱
し
た
９
丁
が
、
『
童
蒙
抄
』
６
０
９
番
歌

か
ら
、
６
１
２
番
歌
ま
で
と
同
内
容
の
記
述
で
あ

っ
た
可
能
性
は
極
め

て
高
い
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

『童
蒙
抄
』
の
同
部
分
が

『疑
開
和
歌
抄
』
９
丁
に
記
さ
れ
て
お
り
、

さ
ら
に
６
１
１
番
歌
の
注
釈
に

「松
が
浦
嶋
」
の
記
述
が
加
わ

っ
て
い

た
と
し
て
も
、
『疑
開
和
歌
抄
』
の
書
記
形
態

（和
歌
二
行
書
き
、
注
釈

部
分
は
一
字
下
げ
、　
万
何
字
数
十
四
字
か
ら
十
八
字
程
度
）
を
考
え
る
と
、

一
丁
分
に
は
少
々
不
足
す
る
よ
う
で
あ
る
が
、
こ
れ
以
上
ど
の
よ
う
な

記
述
が
あ

っ
た
か
は
、
不
明
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

四

。
二
　
欠
脱
②

二
箇
所
目
の
欠
脱
は
、
１４
丁
裏
と
１５
丁
表
の
間
に
あ
る
。
前
後
二
行

の
翻
刻
を
挙
げ
る
と
、

ひ
と

つ
の
も
の
な
れ

ハ
か
た
ち
葦
牙
の
こ
と
し

則
化
し
て
神
と
な
る
國
常
□
尊
と
琥
ル
　
　
　
　
　
　
」
１４
ウ

人
な
り
け
れ

ハ
さ
る
ま
ゝ
に
ハ
か
た
ち
も

い
と
め
や
す
く
よ
ろ
し
か
り
け
り
か
ゝ
り

の
よ
う
に
な

っ
て
お
り
、
１４
丁
裏
の
３８
番
歌

「
あ
し
づ
ゝ
の
」
の
注
釈

と
し
て
、
『
日
本
書
紀
』
神
代
紀
冒
頭
部
分
を
な
ぞ

っ
た
記
事
が
、
１５

丁
表
の

『大
和
物
語
』
の
引
用
と
連
続
し
て
し
ま

っ
て
い
る
。

‐４
丁

。
１５
丁
を
成
す
第
二
帖
第
五
紙
は
、
第
二
帖
に
お
け
る
最
も
内

側
の
紙
で
あ
り
、
こ
の
紙
に
は
特
に
補
修
が
加
え
ら
れ
た
形
跡
が
な
い

こ
と
か
ら
、
補
修
以
前
に
、
更
に
内
側
の

一
紙
以
上
が
失
わ
れ
た
た
め

に
起
こ
っ
た
欠
脱
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

３８
番
歌

「
あ
し
づ
ゝ
の
お
ひ
い
で
し
と
き
に
あ
め

つ
ち
と
人
の
し
な

と
は
さ
だ
ま
り
に
け
り
」
は
、
コ
墨
家
抄
』
に
も
載
せ
ら
れ
て
い
る
が

（６
２
７
番
歌
、
但
し
初
、
二
句

「
ア
シ
ヅ
ノ
ヽ
オ
ヒ
テ
シ
ト
キ
一こ
）、
注
釈
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部
分
の

『
日
本
書
紀
』
に
よ
る
記
事
は
、
『疑
開
和
歌
抄
』
と
比
較
し

て
大
き
く
省
略
さ
れ
て
い
る
。

次
の
表
は
、
『疑
開
和
歌
抄
』
３８
番
歌
の
注
釈
と
、
『童
蒙
抄
』
６
２

７
番
歌
の
注
釈
を
比
較
し
た
も
の
で
あ
る
。

『
疑
開
和
歌
抄
』
３８
番
歌
注
釈

尊
経
閣
本

『童
蒙
抄
』
６２７
番
歌
注
釈

ハ
帖
の
第
六
局
に
あ
り
。

昔
、
天
地
い
ま
だ
ひ
ら
け
ず
、

陰
陽
昔
、
わ
か
ざ
り
し
時
に
、

ま
ろ
が
れ
た
る
鳥
の
こ
の
ご
と

く
し
て
く
ゞ
も
り
て
葦
牙
を
ふ

く
め
り
。
其
角
あ
き
に
及
て
、

う
る
ハ
し
く
た
へ
ら
な
る
が
あ

へ
る
ハ
、
あ
ふ
ぎ
や
す
く
さ
か

り
な
り
。
に
ご
れ
る
が
ご
れ
る

ハ
、
か
た
ま
り
が
た
し
。
故
に

天
ま
づ
な
り
て
、
地
の
ち
に
さ

だ
ま
る
。
然
し
て
後
に
神
そ
の

な
か
に
生
焉
。

開
闘
の
ハ
じ
め
に
、
く
に
つ
ち

の
う
か
び
た
ゞ
よ
へ
る
こ
と
、

た
と
ヘ
バ
遊
魚
の
ミ
ヅ
の
う
ヘ

に
う
か
べ
る
が
ご
と
く
し

て

六
帖

ニ
ア
リ
。

二
日
、

開
　
闘

ハ
ジ
メ
ニ
、
國
土
ノ
ウ
カ

ビ
タ
ヾ
ヨ
ヘ
ル
コ
ト
、
タ
ト
ヘ
バ
、

ア
ソ
ブ
イ
ヲ
ノ
、
ミ
ヅ
ニ
ウ
カ
ベ
ル

ガ
ゴ
ト
シ
。
時

二
天
地
ノ
ナ
カ
ニ
ヒ

『疑
開
和
歌
抄
』
の
方
に
若
干
の
誤
写
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
が
、
３８

番
歌
注
釈
に
波
線
を
引
い
た
部
分
が
、
『童
蒙
抄
』
６
２
７
番
歌
の
注

釈
と

一
致
す
る
部
分
で
あ
る
。
『童
蒙
抄
』
で
は
、
『疑
開
和
歌
抄
』
の

注
釈
部
分
の
冒
頭
と
後
半
を

つ
な
ぎ
合
わ
せ
て
記
述
が
な
さ
れ
て
お
り
、

中
間
部
分
が
省
略
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
後
半
は
、
お
よ
そ
そ
の
ま

ま
で
あ
る
か
ら
、
『疑
開
和
歌
抄
』
の

「尊
と
琥
ル
」
の
後
は

「
な
り
」

な
ど
が
加
わ
る
の
み
で
、
「見
日
本
紀
第

一
」
、
ま
た
は

「委
見
日
本
紀

第

一
」
等
と
し
て
、
３８
番
歌
の
注
釈
は
終

っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
と
思
わ

れ
る
。
次
に

『
大
和
物
語
』
の
引
用
部
分
を
見
て
み
た
い
が
、
冒
頭
部
分
が

欠
脱
し
て
い
る
も
の
の
、
現
存
部
分
か
ら
推
測
す
る
と
、
１４
丁
か
ら
１８

丁
に
及
ぶ

『
大
和
物
語
』
の
引
用
は
、
い
わ
ゆ
る

「芦
刈
伝
説
」
を
述

べ
る
百
四
十
八
段
に
相
当
す
る
。

こ
の
部
分
の
被
注
歌
は
、
「
こ
の
可
を
か
き
て
」
（１８
丁
裏
１
行
日
）

と
さ
れ
て
い
る
の
で
、
「
君
な
く
て
あ
し
か
り
け
り
と
思
ふ
に
も
い
と

ど
難
波
の
浦
ぞ
住
み
う
き
」
で
あ

っ
た
と
推
定
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

「
君
な
く
て
」
の
歌
は
、
『童
蒙
抄
』
に
は
見
え
な
い
の
で
、
そ
こ
か

存
在
。
ズ
川
の‐
劇
崚
∝
晏
が
り

も
の
な
れ
バ
、
か
た
ち
、
葦
牙

の
ご
と
し
。
則
化
し
て
神
と
な

る
。
國
常
□
尊
と
琥
ル

（以
下

欠
脱
）

ト

ッ

ノ

モ

ノ
ナ

レ
リ
。

カ

タ

チ
、

葦
牙

ノ
ゴ

ト
シ
。

ス
ナ

ハ
チ
化

シ
テ

榊
毎
ナ
ル
。
國
ノ
常
立
ノ
尊
ト

号

ナ
リ
。

見
日
本
紀
第

一
。



ら
の
復
元
は
不
可
能
で
あ
る
。

そ
こ
で

『大
和
物
語
』
現
存
諸
本
と
比
較
す
る
と
、
全
体
的
に
省
略

や
叙
述
の
組
み
替
え
が
な
さ
れ
、
『大
和
物
語
』
そ
の
ま
ま
で
は
な
く
、

新
た
な
本
文
が
作
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

例
え
ば
、
『
疑
開
和
歌
抄
』
で
は
、
仕
え
先
の

「
北
方
」
が
亡
く
な

り
、
「女
」
が

「女
あ
る
じ
」
に
な

っ
た
後
に

さ
る
に
つ
け
て
も
、

つ
の
く
に
の
男
い
か
さ
ま
に
し
て
す
ぐ
す
に

か
と
哀
に
思
ひ
や
り
て
、
た
よ
り
に
た
づ
ね
け
れ
ど
も
、
さ
る
人

も
き
こ
へ
ず
、
な
ん
ど
い
と
は
か
な
く
い
ひ
つ
ゝ
き
け
り
。
む

つ

ま
じ
く
し
れ
る
人
も
な
け
れ
ば
、
心
の
中
に
の
み
い
か
に
せ
ま
し

と
ぞ
思
け
る
。
（１４
丁
裏
～
１５
丁
表
）

と
あ
る
。
し
か
し
、
『大
和
物
語
』
現
存
諸
本
に
お
い
て
、
こ
の
部
分

に
対
応
す
る
本
文
は
、
い
ま
だ

「女
」
が

「妻
」
に
な
る
以
前
の
部
分

Ｆ」
、
か

ゝ
れ
ど
、
か
の
つ
の
国
を
か
た
時
も
わ
す
れ
ず
、

い
と
あ
は
れ

と
思
や
り
け
り
。
た
よ
り
人

に
ふ
み

つ
け
て
や
り
た
り
け
れ
ば
、

さ
い
ふ
人
も
き
こ
え
ず
、
な
ど
い
と
は
か
な
く
い
ひ

つ
ゝ
き
け
り
。

む

つ
ま
じ
う
し
れ
る
人
も
な
か
り
け
れ
ば
、

こ
ゝ
ろ
と
も
え
や
ら

ず
、

い
と
お
ぼ

つ
か
な
く
、

い
か
ゞ
あ
ら
ん
と
の
み
思
や
り
け
る
。

と
あ
り
、
「
妻
」
と
な

っ
た
後

に
は
、
『
疑
開
和
歌
抄
』

に
対
応
部
分

の

な
い
思
事
も
な
く
め
で
た
げ
に
て
ゐ
た
る
に
、
た
ゞ
人
し
れ
ず
思
事

ひ

と

つ
な
む
有
け
る
。

い
か
に
し
て
あ
ら
ん
、
あ
し
と
て
や
あ
ら
ん

よ
く
て
や
あ
ら
む
、
わ
が
有
所
も
見
し
ら
ざ
ら
む
、
人
を
や
り
て

た
づ
ね
さ
せ
ん
と
す
れ
ど

（以
下
略
）

と
い
う
記
述
が
続
く
。
『疑
開
和
歌
抄
』
に
お
い
て
は
、
「難
波
の
男
を

恋
し
く
思
う
」
、
「難
波
の
男
を
訪
ね
さ
せ
る
」
と
い
っ
た
部
分
が
、
や

や
重
複
気
味
の

『大
和
物
語
』
の
本
文
を
、　
一
箇
所
に
ま
と
め
た
形
に

な

っ
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

こ
れ
は
最
も
顕
著
な
例
で
あ
る
が
、
以
下
に
お
い
て
も
省
略
や
叙
述

の
組
み
替
え
が
な
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
り
、
こ
の

『
大
和
物
語
』
引

用
の
欠
脱
部
分
が
、
い
か
ほ
ど
の
も
の
で
あ

っ
た
の
か
を
推
測
す
る
の

は
困
難
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
残
存
す
る
引
用
が
煩
を
厭
わ
ず
長
大
で
あ
る
こ
と

を
考
え
る
と
、
「葦
な
く
て
」
の
歌
を
引
い
た
後
に
、
『
大
和
物
語
』
百

四
十
八
段
の
冒
頭
か
ら
の
引
用

（も
ち
ろ
ん

『大
和
物
〓
出

そ
の
ま
ま
で

は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
が
）
が
あ

っ
た
こ
と
は
、
ほ
ぼ
間
違
い
が
な
い
だ

ろ
う
。
ま
た
、
注
釈
部
分
最
後
に

「委
見
大
和
物
語
」
と
あ
る
こ
と
か

ら
、
「葦
な
く
て
」
の
歌
の
出
典
は
、
『古
今
六
帖
』
（新
編
国
歌
大
観
、

巻
第
二
、
１
８
７
７
番
歌
）、
又
は

『
拾
遺
抄
』
（同
、
巻
第
十
雑
下
、
５
３

０
番
歌
）
で
あ

っ
た
可
能
性
も
あ
る
。

『疑
開
和
歌
抄
』
が
、
二
条
家
本

。
六
条
家
本

。
勝
命
本
の
三
系
統

に
大
別
さ
れ
る

『
大
和
物
語
』
現
存
諸
本
の
、
い
ず
れ
に
近
い
本
文
を

有
す
る
か
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
検
討
を
待
ち
た
い
が
、
『大
和
物
語
』

の
ほ
ぼ

一
段
全
体
を
引
用
す
る
注
釈
書
と
し
て
、
十
二
世
紀
前
半
成
立

と
考
え
ら
れ
る

『疑
開
抄
』
は
、
早
い
例
に
属
す
る
。
そ
の
意
味
で
、
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『
大
和
物
語
』
研
究

に
お
い
て
も
貴
重
な
資
料
と
な
る
で
あ
ろ
う
こ
と

を
併
せ
て
記
し
て
お
く
。

な
お
、
『
童
蒙
抄
』

に
は
、
『
疑
開
和
歌
抄
』

に
お
い
て

「
葦
」

に
続

く

「
三
稜
草
」

の
項
が
な
く
、
そ
こ
に
配
さ
れ
た
３９
番
歌

「
つ
く
ま
え

に
」
も
載
せ
ら
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
型
曇
家
抄
』
６
２
７

番
歌

（『疑
開
和
歌
抄
』
３８
番
歌
）
「
ア
シ
ヅ
ノ

ヽ
」
か
ら
、
再
び
両
書

の

被
注
歌
が

一
致
す
る

『
童
蒙
抄
』
６
３
１
番
歌

（『疑
開
和
歌
抄
』
４０
番

歌
）
「
キ
ミ
ガ
タ
メ
」
ま
で
の
間

に
、
「葦
」
の
項
目
に
含
ま
れ
る
歌
が

三
首
あ
り
、
尊
経
閣
本

に
よ
れ
ば
、
そ
れ
は
以
下

の
通
り
で
あ
る
。

６２８
　
　
ヒ
ト
シ
レ
ズ
モ
ノ
オ
モ
フ
ト
キ

ハ
ツ
ノ
ク

ニ
ノ

ア
シ
ノ
シ

ヽ
ネ
ノ
シ

ヽ
ネ
ヤ

ハ
ス
ル

同
巻

（古
今
六
帖

¨
稿
者
注
）

ニ
ア
リ
。

シ

ヽ
ネ
ト
ヨ
メ
リ
。

６２
　
　
ナ
ツ
カ
リ
ノ
タ

マ
エ
ノ
ア
シ
ヲ
フ
ミ
シ
ダ
キ

ム
レ
ヰ
ル
ト
リ
ノ
タ
ツ
ソ
ラ
ゾ
ナ
キ

タ

マ
エ
ハ
越
一副
国

ニ
タ

マ
ノ
エ
ト
イ
フ
ト
コ
ロ
ノ
ア
ル
也
。
葦

ハ

ア
キ
カ
ル
モ
ノ
ヲ
、
夏
カ
リ
フ
キ
タ
ル
ウ

ヘ
ニ
、

ム
レ
ヰ
ル
ト
ヨ

メ
ル
ナ
リ
。
又

ソ
ノ
タ

マ
エ
、

シ
ヲ
ト
ヲ
ク
ヒ
ル
カ
タ

ニ
テ
ア
ル

ニ
、

ア
シ
ヲ
ヒ
タ
リ
。

シ

ヽ
ヲ
カ
リ
フ
ロ
シ
テ
、
カ
リ
ヒ
ト
ノ
フ

ミ
シ
ダ
ク

ニ
ヨ
リ
テ
、

ム
レ
ヰ
ル
ト
リ
ナ
ム
タ
チ
ワ
ゾ
ラ
フ
ト
イ

フ

。

６３０
　
　
神
風
ヤ
イ
セ
ノ
ハ
マ
ヲ
ギ
オ
リ
フ
セ
テ

タ
ビ
ネ
カ
ス
ラ
ム
ア
ラ
キ

ハ
マ
ベ

ニ

ハ
マ
ヲ
ギ
ト
ハ
、
カ
ノ
ク
ニ
ヽ
ア
シ
フ
イ
フ
ナ
リ
。
神
風

ハ
神
風

イ
セ
ノ
ク
ニ
ト
日
本
紀

ニ
イ
ヘ
リ
。

こ
れ
ら
が
、
こ
の

『疑
開
和
歌
抄
』
欠
脱
部
分
に
記
さ
れ
て
い
た
か

ど
う
か
は
ま

っ
た
く
不
明
で
あ
る
が
、
可
能
性
と
し
て
記
し
て
お
く
。

四

・
三
　
欠
脱
③

第
二
帖
と
同
様
の
欠
脱
は
、
第
六
帖
に
も
認
め
ら
れ
る
。
第
六
帖
の

最
も
内
側
に
当
た
る
第
六
紙
は
、
丁
数
で
言
え
ば
６３
丁
と
６４
丁
に
当
た

る
が
、
６３
丁
裏
か
ら
６４
丁
表

へ
は
、

同
第
十
四
局
に
あ
り
御
門
を
恋
た
て
ま

つ

り
て
そ
と
ほ
り
ひ
め
の
よ
め
る
也
さ
ゝ
か
に
　
　
　
　
」
６３
ウ

皇
后
こ
れ
を
き
こ
じ
め
し
て
大
二
恨
給
り

其
時
衣
通
姫
奏
し
て
言
く
願

ハ
皇
后

と
な

っ
て
お
り
、
１
３
７
番
歌

「
わ
が
せ
こ
が
く
べ
き
よ
ひ
な
り
さ
ゝ

が
に
の
く
も
の
ふ
る
ま
ひ
か
ね
て
し
る
し
も
」
の
注
の
中
間
部
分
を
欠

し
て
い
る
。
こ
こ
で
も
第
六
紙
の
内
側
に
さ
ら
に

一
紙
以
上
の
欠
脱
を

考
え
る
こ
と
が
出
来
る
だ
ろ
う

企
則
掲
の

《図
》
参
昭
じ
。

「
わ
が
せ
こ
が
」
の
歌
は
、
コ
里
蒙
抄
』
に
も
引
か
れ
て
お
り

（８
４

５
番
歌
）、
注
釈
部
分
も

『
西
京
雑
記
』
や

『
国
史
』
か
ら
の
引
用
を

除
け
ば
、
ほ
ぼ

『疑
開
抄
』
の
引
き
写
し
で
あ
る
と
見
ら
れ
る
。

尊
経
閣
本
を
利
用
し
て
、
６３
丁
裏
と
６４
丁
表
を

つ
な
ぐ
と
、
例
え
ば

次
の
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う

（片
仮
名
表
記
部
分
が
尊
経
閣
本
、
【
】
は

『疑



開
和
歌
抄
』、
〓

は
稿
者
に
よ
り
尊
経
閣
本
を
組
み
替
え
た
り
、
付
け
加
え

た
部
分
）。

【
同
第
十
四
局
に
あ
り
。
御
門
を
恋
た
て
ま

つ
り
て
、
そ
と
ほ
り

ひ
め
の
よ
め
る
也
。
さ
ゝ
が
に
】
［
の
］
ク
モ
ノ
フ
ル
マ
ヒ
ト
ハ
、

ア
ツ
マ
ル
ト
イ
フ
ニ
ヤ
。
翁
西
京
雑
記
』
等
の
引
用
、
省
略
）
衣
通

姫
卜
云

ハ
、
近
江
國
坂
田
郡
忍
坂
大
中
姫
之
弟
也
。
大
中
姫
卜
申

ハ
、
［雄
朝
津
間
稚
子
宿
祢
の
］
天
皇
ノ
皇
后
也
。
（中
略

¨
下
記

参
昭
じ
天
皇
七
年
冬
、
新
宝

二
謀
之
タ
マ
フ
。
天
皇
ミ
ヅ
カ
ラ
琴

ヲ
撫
給
。
皇
后
慢
ヽ
ト
シ
テ
タ
チ
マ
フ
。
舞

コ
ト
ヲ
ハ
テ
、
ノ
タ

マ
ハ
ク
、
娘
子
ヲ
タ
テ
マ
ツ
ラ
ム
。
天
皇
ス
ナ
ハ
チ
皇
后

ニ
ト
フ
。

娘
子

ハ
タ
レ
ヲ
。
奏
シ
テ
ノ
タ
マ
ハ
ク
、
妾
ガ
オ
ト
ヽ
メ
ヒ
ナ
リ
。

容
姿
ス
ク
レ
テ
ナ
ラ
ビ
ナ
シ
。
ソ
ノ
艶
色

コ
ロ
モ
フ
ト
ホ
リ
テ
ヽ

レ
リ
。
是
以
時
人
衣
通
姫
卜
号
タ
ル
ナ
リ
。
天
皇
、
心
ザ
シ
カ

ヽ

レ
リ
。
時

二
弟
姫
母

二
随
テ
近
江
坂
田
ニ
ア
リ
。
使
ヲ
ツ
カ
ハ
シ

テ
メ
ス
。
皇
后
ノ
ミ
心
ヲ
ヽ
ソ
レ
テ
マ
イ
ラ
セ
ズ
。
又
カ
サ
ネ
テ

ナ
ヽ
タ
ビ
メ
ス
ニ
、
ナ
ヲ
マ
ウ
デ
ズ
。
ヒ
ト
リ
ノ
舎
人
、
中
臣
ノ

烏
賊
津

二
勅
シ
テ
メ
ス
。
弟
姫
シ
タ
ガ
ヒ
テ
キ
タ
レ
リ
。
天
皇
オ

ホ
キ
ニ
ヨ
ロ
コ
ム
デ
、
別

二
殿
屋
藤
原

ニ
カ
マ
ヘ
テ
ス
エ
タ
マ
ヘ

リ
。
八
年
、
春
藤
原
宮

二
幸
シ
タ
マ
フ
テ
、
衣
通
姫
ノ
消
息
ヲ
ミ

タ
マ
フ
ニ
、
姫
天
皇
ヲ
コ
ヒ
タ
テ
マ
ツ
リ
テ
、
ヒ
ト
リ
ヰ
タ
マ
ヘ

リ
。
ソ
ノ
天
皇
ノ
臨
タ
マ
ヘ
ル
ヲ
シ
ラ
ズ
シ
テ
、
カ
ミ
ノ
訂
ヲ
詠

ジ
タ
マ
フ
ヲ
キ

ヽ
タ
マ
ヒ
テ
、
ス
ナ
ハ
チ
感
情
ア
リ
テ
詠
シ
タ
マ

フ
ヨ

・７

ハ
ク
、

サ
ヽ
ラ
ガ
タ
ニ
シ
キ
ノ
ヒ
モ
フ
ト
キ
サ
ケ
テ

ア
マ
タ
ハ
ネ
ズ

ニ
タ
ヾ
ヒ
ト
ヨ
ノ
ミ

【
皇
后
こ
れ
を
き
こ
じ
め
し
て
大

二
恨
給
り
。
其
時
、
衣
通
姫
奏

し
て
言
く
、
願

ハ
皇
后
を

ハ
な
れ
て
遥
に
居
む
と
思
。
も
し
皇
后

の
ね
た
み
給
こ
ゝ
ろ
す
こ
し
き
や
す
み
給
は
ん
か
。
天
皇
、
則
宮

を
河
内
の
茅
淳
に
つ
く
り
て
、
衣
通
姫
を
居
じ
め
た
ま
ふ
。
委
見

日
本
記
十
三
巻
。

０
】

６３
Ｉ
裏
は
、
「
さ
ゝ
が
に
」
で
終

っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は

「
さ
ゝ
が

に
の
く
も
の
ふ
る
ま
ひ
」
と
続
く
で
あ
ろ
う
か
ら
、
翌
曇
家
抄
』
の

「
ク
モ
ノ
フ
ル
マ
ヒ
ト
ハ
」
を

「
さ
ゝ
が
に
の
」
を
略
し
た
も
の
と
考

え
、
「
の
」
を
補

っ
て

『童
蒙
抄
』
に
続
け
た
。
ま
た
波
線
を
附
し
た

『疑
開
和
歌
抄
』
に
あ
る
允
恭
天
皇
に
つ
い
て
の
記
述
は
、
『童
蒙
抄
』

で
は
、
「大
中
姫
卜
申

ハ
允
恭
天
皇
ノ
皇
后
也
」
の
直
後
に

「允
恭
天

皇
卜
申

ハ
雄
朝
津
間
稚
子
宿
祢
ノ
天
皇
也
」
（中
略
部
分
）
と
あ
る
。
こ

れ
は
、
範
兼
が

『童
蒙
抄
』
編
纂
時
に
記
述
を
移
動
さ
せ
た
も
の
と
考

え
る
こ
と
が
出
来
る
た
め
、
こ
の
記
述
を
除
い
て
、
「允
恭
天
皇
ノ
皇

后
也
」
の

「
允
恭
」
に

「雄
朝
津
間
稚
子
宿
祢
の
」
を
代
入
す
る
こ
と

で
、
『疑
開
和
歌
抄
』
の
記
述
と
饂
齢
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
に
し
た
。

あ
く
ま
で
推
定
に
す
ぎ
な
い
が
、
多
少

の
操
作
を
行
う
だ
け
で
、

『
疑
開
和
歌
抄
』
の
欠
脱
部
分
は

『
童
蒙
抄
』
に
よ
り
補
う
こ
と
が
出



来
る
。
『童
蒙
抄
』
に
よ
り
補

っ
た
記
述
は
、
『疑
開
和
歌
抄
』
の
書
記

形
態
に
当
て
は
め
る
と
、
お
よ
そ

一
紙

（２
丁
分
）
を
う
め
る
も
の
で

あ
る
。
よ
っ
て
第
六
帖
か
ら
失
わ
れ
た
の
は

一
紙
で
あ
り
、
そ
の
内
容

は
、
お
よ
そ
こ
の
よ
う
な
も
の
で
あ

っ
た
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。

五
　
さ
い
ご
に

以
上
、
『疑
開
和
歌
抄
』
に
見
ら
れ
る
錯
簡
と
欠
脱
に
つ
い
て
述
べ
、

そ
の
出
来
る
限
り
の
復
元
案
を
示
し
た
。

少
し
ま
と
め
て
お
く
と
、
願
得
寺
蔵

『
疑
開
和
歌
抄
』
に
は
、
補
修

時
の
綴
じ
違
い
に
よ
る
錯
簡
が

一
箇
所
あ
る
が
、
そ
れ
は
修
正
可
能
で

あ
る
。
ま
た
、
三
箇
所

（お
よ
そ
２

●
５
紙
、
５
丁
分
）
の
欠
脱
が
認
め

ら
れ
る
が
、
そ
の

一
部
分
は

『童
蒙
抄
』
等
と
比
較
す
る
こ
と
で
、
そ

の
内
容
を
う
か
が
う
こ
と
が
出
来
る
。

『疑
開
抄
』
の
唯

一
の
伝
本
と
し
て
、
三
箇
所
に
及
ぶ
欠
脱
は
、
惜

し
ん
で
も
あ
ま
り
あ
る
が
、
こ
の
欠
脱
以
外
は
ほ
ぼ
良
好
な
形
で
、

『疑
開
和
歌
抄
』
が
残
存
し
て
い
て
く
れ
た
こ
と
を
撓
倖
と
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。

最
後
と
な
り
ま
し
た
が
、
貴
重
な
資
料
の
調
査
及
び
紹
介

・
翻
刻
を

お
許
し
下
さ
っ
た
願
得
寺
住
職
、
清
沢
悟
様
に
は
、
記
し
て
感
謝
申
上

げ
ま
す
。
ま
た
願
得
寺
に
お
け
る
調
査
の
際
に
は
、
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清

心
女
子
大
学
の
海
野
圭
介
氏
に
ご
助
言
を
頂
き
ま
し
た
。
併
せ
て
御
礼

申
上
げ
ま
す
。

注（１
）
「願
得
寺
実
悟
の
生
涯
と
業
績
」
「
真
宗
史
の
研
究
』
（下
）
所
収
、
思

文
閣
出
版
、　
一
九
八
九
年
六
月
、
初
出

一
九
二

一
年
）。

（２
）
「中
世
末
期
に
お
け
る
蓮
如
像
の
形
成
―
願
得
寺
実
悟
の
場
合
―
」
翁
戦

国
期
宗
教
思
想
と
蓮
如
』
所
収
、
法
蔵
館
、
二
〇
〇
六
年
六
月
、
初
出

一
九

七
六
年
）。
そ
の
他
、
実
悟
の
生
涯
に
言
及
す
る
も
の
と
し
て
は
、
『本
願
寺

史
』
、
『真
宗
史
料
集
成
』
第
二
巻
、
『
門
真
町
史
』
、
『
門
真
市
史
』
が
挙
げ

ら
れ
、
特
に

『
門
真
市
史
』
に
は
、
真
宗
関
連
著
作
の
実
悟
自
筆
本
の
写
真

が
多
数
載
せ
ら
れ
て
い
る
。

（３
）
『中
世
歌
壇
史
の
研
究
　
室
町
後
期
』
（明
治
書
院
、　
一
九
七
二
年
六
月
、

改
訂
新
装
版

一
九
九

一
年
）
。
そ
の
他
、
実
悟
著

「和
歌
懐
紙
短
冊
調
様
会

席
条
々
聞
書
」
に
つ
い
て
は
、
武
井
和
人

「
一
首
懐
紙
書
式
雑
篇
」
「
中
世

和
歌
の
文
献
学
的
研
究
』
所
収
、
笠
間
書
院
、　
一
九
八
九
年
七
月
、
初
出

一

九
八
四
年
）
や
青
柳
隆
志

「大
永
二
年
綾
小
路
資
能
筆
和
歌
披
講
譜
を
め

ぐ
っ
て
」
翁
中
世
文
学
」
五
三
号
、
二
〇
〇
八
年
六
月
）
に
言
及
が
あ
り
、

ま
た
山
本
登
朗

「尭
恵
と
伊
勢
物
語
―

『尭
恵
加
注
承
久
三
年
本
校
合
伊
勢

物
語
』
を
め
ぐ
っ
て
」
「
伊
勢
物
語
論
　
文
体

。
主
題

・
享
受
』
所
収
、
笠

間
書
院
、
二
〇
〇

一
年
五
月
、
初
出

一
九
九
八
年
）
な
ど
に
触
れ
ら
れ
て
い

る
よ
う
に
、
広
島
大
学
蔵

『伊
勢
物
語
』
や
鉄
心
斎
文
庫
蔵

『尭
恵
加
注
承

久
三
年
本
校
合
伊
勢
物
語
』
も
、
実
悟
の
手
を
経
た
も
の
で
あ
る

（奥
書
に

よ
る
）。

（４
）
梁
盛
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
注

（３
）
井
上
著
を
参
照
。
幽
斎
と
の
関

係
に
つ
い
て
は
、
注

（３
）
山
本
論
文
が
載
せ
る
広
島
大
学
蔵

『伊
勢
物

語
』
の
幽
斎
に
よ
る
奥
書
に
、
「権
少
僧
都
兼
俊
雖
為
秘
蔵
本
、
令
懇
望
如

此
令
書
写
者
也
」
と
あ
る
の
に
よ
り
知
ら
れ
る
。
な
お
、
願
得
寺
に
は
、

『疑
開
和
歌
抄
』
以
外
に
も
、
実
悟
自
筆
、
又
は
手
沢
の
歌
書
が
蔵
せ
ら
れ

―- 11 -―



て
お
り
、
そ
れ
ら
を
含
め
た
実
悟
の
和
歌
事
跡
の
全
体
像
に
つ
い
て
は
、
今

後
の
課
題
と
し
た
い
。

（５
）
伊
達
文
庫
蔵

「松
が
浦
嶋
」
は
、
今
井
明

「伊
達
文
庫
蔵

「松
か
浦
嶋
」

―
散
供
書

『疑
開
抄
』
の
手
掛
か
り
と
し
て
―
」
翁
鹿
児
島
短
期
大
学
研
究

紀
要
」
四
八
号
、　
一
九
九

一
年
十
月
）
に
翻
刻
さ
れ
、
同

「伊
達
文
庫
蔵

「松
か
浦
嶋
」
―

『疑
開
抄
』
抄
出
部
分
を
中
心
に
―
」
「
王
朝
文
学
　
資

料
と
論
考
』
笠
間
書
院
、　
一
九
九
二
年
八
月
）
に

『疑
開
抄
』
に
つ
き
考
察

が
な
さ
れ
た
。
ま
た
そ
の
後
、
『疑
開
抄
』
と

『和
歌
童
蒙
抄
』
と
の
関
係

に
つ
き
、
浅
田
徹
氏
に
よ
る

一
連
の
論
考
が
な
さ
れ
て
い
る

（「疑
開
抄
と

和
歌
童
蒙
抄

（上
と

（「早
稲
田
大
学
本
庄
高
等
学
院
研
究
紀
要
」
十
五
号
、

一
九
九
六
年
二
月
）、
「疑
開
抄
と
和
歌
童
蒙
抄

（下
）
―
童
蒙
抄
の
流
布
本

と
異
本
―
」
翁
国
文
学
研
究
資
料
館
研
究
紀
要
」
二
四
号
、　
一
九
九
八
年
三

月
）、
「和
歌
童
蒙
抄
補
考
」
翁
国
文
学
研
究
資
料
館
研
究
紀
要
」
二
五
号
、

一
九
九
九
年
二
月
と
。

（６
）
注
５
の
今
井
、
浅
田
両
氏
の
論
考
を
参
照
。
ま
た

『疑
開
和
歌
抄
』
か
ら

新
た
に
判
明
す
る
、
『疑
開
抄
』
と

『童
蒙
抄
』
と
の
関
係
性
に
つ
い
て
は
、

和
歌
文
学
会
大
会
の
口
頭
発
表
に
お
い
て
一
部
触
れ
る
予
定
で
あ
る
。

（７
）
以
下
尊
経
閣
本

『和
歌
童
蒙
抄
』
は
、
古
辞
書
叢
刊
の
複
製
を
私
に
翻
刻

し
、
濁
点
、
句
読
点
を
附
し
、
『新
編
国
歌
大
観
』
に
よ
り
歌
番
号
を
示
し

た
。
ミ
セ
ケ
チ
や
補
入
等
は
訂
正
し
た
形
で
示
し
、
そ
の
他
の
書
き
入
れ
に

つ
い
て
は
そ
の
ま
ま
と
し
た
。
『童
蒙
抄
』
の
現
存
諸
本
に
つ
い
て
は
、
浅

田
徹
氏
が

「疑
開
抄
と
和
歌
童
蒙
抄

（下
と

（前
掲
）
に
お
い
て
、
書
陵
部

蔵
の
異
本

（５
０
１
１
８
１
０
、
同
書
に
つ
い
て
は
滝
沢
貞
夫

「「和
歌
童

蒙
抄
」
に
つ
い
て
」
「
中
古
文
学
」
二
四
号
、　
一
九
七
九
年
九
月
）
も
参

照
）
と
歴
博
蔵

「部
類
和
歌
集
」
を
除
き
、
尊
経
閣
本
を
祖
本
と
す
る
可
能

性
が
高
い
と
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
『疑
開
和
歌
抄
』
は

理
里
蒙
抄
』
の
異

本
形
成
と
も
深
く
関
わ
る
が
、
本
稿
に
お
い
て
言
及
し
た
部
分
に
は
、
関
わ

ら
な
い
た
め
以
下
触
れ
て
い
な
い
。

（８
）
「松
が
浦
嶋
」
の
翻
刻
は
、
注

（４
）
の
今
井
氏
に
よ
る
も
の
に
よ
る
。

（９
）
浅
田
徹

「疑
開
抄
と
和
歌
童
蒙
抄

（上
と

（前
掲
）。

（１０
）
『疑
開
和
歌
抄
』
の
本
文
は
、
翻
刻
に
濁
点
、
句
読
点
を
附
し
た
。

（１１
）
『大
和
物
語
』
諸
本
の
本
文
に
つ
い
て
は
、
高
橋
正
治

『大
和
物
語
の
研

究
　
系
統
別
本
文
篇
』
上

・
下

（復
刻
版
、
臨
川
書
店
、　
一
九
八
八
年
十
月
、

初
版

一
九
六
九
、
七
〇
年
）、
本
多
伊
平

『大
和
物
語
本
文
の
研
究
　
対
校

篇
』
（笠
間
書
院
、　
一
九
八
〇
年
二
月
）
を
参
照
し
た
。

（‐２
）
以
下

『大
和
物
語
』
本
文
は
、
注

（１１
）
本
多
著
に
底
本
と
し
て
翻
刻
さ

れ
て
い
る
陽
明
文
庫
本
に
よ
り
、
私
に
濁
点
、
句
読
点
を
附
し
た
。

（‐３
）
『疑
開
抄
』
の
一
つ
の
題
材
内
で
の
被
注
歌
掲
出
順
に
つ
い
て
は
、
浅
田

徹
氏
が

「疑
開
抄
と
和
歌
童
蒙
抄

（上
と

（前
掲
）
に
お
い
て
、
「松
が
浦

嶋
」
の

『疑
開
抄
』
抄
出
部
分
か
ら
、
『童
蒙
抄
』
と
同
様
に

「時
代
順
」

で
あ
っ
た
こ
と
を
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
『疑
開
和
歌
抄
』
か
ら
も
、
そ
の
推

測
が
正
し
か

っ
た
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
る
。
こ
の
欠
脱
部
分
に

「君
な
く

て
」
の
歌
以
外
、
ど
の
よ
う
な
歌
が
あ

っ
た
の
か
不
明
で
あ
る
の
で
、
『古

今
六
帖
』
か

『拾
遺
抄
』
か
は
、
決
定
す
る
こ
と
が
難
し
い
。
し
か
し
、

『疑
開
和
歌
抄
』
巻
九
に
お
い
て
、
『古
今
六
帖
』
を
出
典
と
す
る
場
合
、
ほ

ぼ
巻
第
六
の

「草
」
及
び

「木
」
か
ら
採
ら
れ
て
お
り
、
「君
な
く
て
」
の

歌
が
巻
第
二
に
収
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
『拾
遺
抄
』
を
出
典

と
し
て
い
た
可
能
性
の
方
が
高
い
と
思
わ
れ
る
。

（‐４
）諸
注
釈
書
に
引
か
れ
る

『大
和
物
語
』
に
つ
い
て
は
、
阿
部
俊
子

『校
本

大
和
物
語
と
そ
の
研
究
』
Ｔ
一省
堂
出
版
、　
一
九
五
四
年
六
月
）
の

「諸
注

釈
書
に
見
ら
れ
る
大
和
物
語
の
引
用
文
」
を
参
照
。

（‐５
）
『童
蒙
抄
』
で
は
、
「
わ
が
せ
こ
が
」
の
詠
歌

・
歌
語
注
釈
の
間
に
、
そ
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れ
と
関
係
の
薄
い

『西
京
雑
記
』
と

「又
蜘
蛛
垂
容
人
来
ト
イ
フ
文
ア
リ
云

ミ
。
可
尋
」
と
の
記
述
が
狭
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
注
釈
が

『疑
開
和

歌
抄
』
に
も
な
さ
れ
て
い
た
と
す
る
と
、
極
め
て
異
例
で
あ
る
。
ま
た
、

『疑
開
和
歌
抄
』
と

『童
蒙
抄
』
の
漢
文
引
用
の
最
大
の
相
違
点
は
、
『童
蒙

抄
』
が
時
に
読
み
下
し
て
い
な
い
長
文
の
漢
文
を
載
せ
る
の
に
対
し
、
『疑

開
和
歌
抄
』
で
は
、
そ
の
よ
う
な
例
が
見
ら
れ
ず
、
長
文
の
場
合
、
必
ず
読

み
下
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る

（和
歌
文
学
会
大
会
に
お
け
る
口
頭
発
表
に

お
い
て
触
れ
る
予
定
）。
尊
経
閣
本
に
よ
る
限
り
で
は
、
少
な
く
と
も
こ
の

部
分
の

『西
京
雑
記
』
は
読
み
下
さ
れ
て
お
ら
ず
、
こ
れ
が

『疑
開
和
歌

抄
』
に
よ
る
と
は
考
え
に
く
い
。
よ
っ
て
、
こ
れ
ら
を

『童
蒙
抄
』
に
お
い

て
加
え
ら
れ
た
部
分
と
判
断
し
、
省
略
し
た
。

＊
　
第
五
十
四
回
和
歌
文
学
会
大
会

（平
成
二
十
年
十
月
十
九
日
、
於
鶴

見
大
学
）
に
お
け
る
口
頭
発
表

に
お
い
て
、
種

々
の
ご
指
摘
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
校
了
直
前

に

つ
き
、
最
小
限
の
訂
正
に
留
め
ま
し
た

が
、
ご
質
問

。
ご
教
示

い
た
だ
い
た
先
生
方

に
は
御
礼
申
上
げ
ま
す
。
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【翻
刻
】

［翻
刻
凡
例
］

一　

願
得
寺
蔵

『疑
開
和
歌
抄
』
を
出
来
る
限
り
正
確
に
翻
刻
す
る
こ

と
を
旨
と
し
た
。

一　

被
注
歌
に
は
順
に
歌
番
号
を
附
し
た
。
但
し
注
に
引
か
れ
た
歌
に

つ
い
て
は
附
さ
な
か

っ
た
。

一

『
疑
開
和
歌
抄
』
の
錯
簡

（解
題
参
昭
じ

は
、
訂
正
し
た
形
で
翻
刻

し
た
。
但
し
丁
数
に
関
し
て
は
訂
し
て
い
な
い
。
ま
た
、
欠
脱
に
関

し
て
は
、
手
を
加
え
ず
そ
の
ま
ま
翻
刻
し
た
。

一　

明
ら
か
に
誤
写
と
思
わ
れ
る
部
分
に
は
振
仮
名
の
形
で

（
マ
マ
）

と
示
し
た
。

一　

各
丁
表
裏
の
最
終
行
に
は

「
」
１
オ
」
の
様
に
丁
数

（全
丁
数
）

と
表

。
一晏

（オ
・
ウ
）
を
示
し
た
。

一

『疑
開
和
歌
抄
』
の
表
記
は
原
則
と
し
て
平
仮
名
で
あ
る
が
、
通

常
の
平
仮
名
表
記
に
含
ま
れ
る
片
仮
名
の
ほ
か
に
、
特
異
な
片
仮
名

表
記
が
な
さ
れ
て
い
る
部
分
が
あ
る
。
翻
刻
に
お
い
て
は
、
そ
の
よ

う
な
部
分
と
の
整
合
性
を
考
え
、
現
在

「片
仮
名
」
と
さ
れ
る
文
字

は
す
べ
て
そ
の
ま
ま
翻
刻
し
た
。

一　

漢
字
の
字
体
は
、
出
来
る
限
り
底
本
に
従

っ
た
。

一　

書
写
時
、
又
は
補
修
時
に
書
か
れ
た
と
思
し
い
、
丁
数
や
帖
数
の

書
き
入
れ
は
、
こ
れ
を
翻
刻
し
な
か

っ
た
。

一　

虫
損
し
た
文
字
を
残
画
よ
り
判
読
し
た
場
合
は
、
そ
の
文
字
を
四

角
で
囲
ん
だ
。

一　

虫
損
等
に
よ
り
判
読
困
難
な
箇
所
は
、
■
で
示
し
た
。

一　

底
本
に
お
い
て
意
識
的
に
空
け
ら
れ
て
い
る

一
、
二
字
程
度
の
空

白
箇
所
は
□
で
示
し
た
。
複
数
字
に
及
ぶ
場
合
は
、
凡
そ
の
字
数
分

を

「
［空
白
ご

と
示
し
た
。
ま
た

一
行
以
上
意
識
的
に
空
白
と
な

っ

て
い
る
箇
所
は
、
沢

一
行
空
自
と

の
よ
う
に
示
し
た
。

一

『疑
開
和
歌
抄
』
に
は
、
書
写
の
過
程
に
お
い
て
正
確
な
字
体
が

失
わ
れ
た
と
お
ぼ
し
い
文
字
が
、
ま
ま
見
ら
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
箇

所
の
処
理
に
つ
い
て
は
、
（注
）
に
示
し
た
。
ま
た
そ
の
他
の
特
記

事
項
に
つ
い
て
も

（注
）
に
示
し
た
。
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